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（令和８年度主要事業及び新規事業） 
 

 

 

 

 

 

教育委員会 
 



 
 
 



 
人権同和教育課 管理・啓発班

人権教育指導班

学校事務集中化準備室

部活動改革推進班

球磨教育事務所
天草教育事務所

社会教育課 管理・調整班 図書館
社会教育連携班

くまもと文学・歴史館
家庭教育支援班

こども本の森 熊本

義務教育連携班
上益城教育事務所
八代教育事務所

グローバル人材育成推進室 芦北教育事務所

健康教育班 宇城教育事務所
玉名教育事務所

市
町
村
教
育
局
長

義務教育課 総務班
菊池教育事務所

義務教育指導班
阿蘇教育事務所

いじめ防止推進班
学校防災・安全班

体育保健課 管理・調整班
学校体育班
スポーツ振興班

県
立
学
校
教
育
局
長

高等学校教育指導班
産業教育指導班

高校改革推進室

特別支援教育課 特別支援教育指導班
インクルーシブ教育推進班

学校安全・安心推進課 生徒指導支援班
不登校児童生徒支援班

総務管財班
市町村助成班
整備班

高校教育課 総務班
修学支援班

教
　
育
　
委
　
員
　
会

（
教
育
長
・
教
育
委
員

）

教
　
育
　
理
　
事

教員採用・育成班
教員免許制度班

文化課 総務班
文化財活用班
文化財調査班
文化財資料室

教育センター

教
育
総
務
局
長

給与班
学校事務支援班
県立学校人事班
小中学校人事班

美術館

装飾古墳館

歴史公園鞠智城・
温故創生館

施設課

福利厚生班

教育DX・働き方改革推進室 教育情報化推進班
働き方改革推進班

学校人事課 総務班

教育委員会事務局等組織機構

令和８年（2026年）４月１日

教育政策課 総務・法制班
人事・組織班
政策班
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氏　　　　名 任　　　　　　　　　期

越 猪 浩 樹 Ｒ ７ ． ４ ． ２ ５ ～ Ｒ １ ０ ． ４ ． ２ ４

田 口 浩 継 R ６ ． １ ０ ． ８ ～ R １ ０ ． １ ０ ． ７

西 山 忠 彦 R ６ ． １ ２ ． ２ ６ ～ R １ ０ ． １ ２ ． ２ ５

三 渕 浩 R ４ ． １ ０ ． １ ０ ～ R ８ ． １ ０ ． ９

園 田 恭 子 R ５ ． １ ０ ． １ ５ ～ R ９ ． １ ０ ． １ ４

渡 辺 絵 美 R ７ ． １ ０ ． ９ ～ R １ １ ． １ ０ ． ８

氏　　　　名 分　　掌　　事　　務

井 藤 和 哉 教育長の補佐、教育政策課に関すること。

藤 由 誠 学校人事課、文化課及び施設課に関すること。

横 川 修
高校教育課、特別支援教育課、学校安全・安心推進課及び体育保
健課に関すること。

藤 岡 寛 成 義務教育課、社会教育課及び人権同和教育課に関すること。

職 名

県 立 学 校 教 育 局 長

市 町 村 教 育 局 長

委 員

令和８年度　教育委員会名簿

令和８年度　教育委員会事務局幹部職員名簿

教 育 理 事

教 育 総 務 局 長

職 名

教 育 長

委 員

委 員
（ 教 育 長 職 務 代 理 者 ）

委 員

委 員
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所属名 職　　　　名 氏　　　　名 課　の　分　掌　事　務

教 育 政 策 課 課 長 永 田 健 吾

政策調整審議員
（ 課 長 補 佐 ）

藤 田 塁

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

野 田 明

教育DX・働き方
改 革 推 進 室

審 議 員
（教育DX・働き方改
革 推 進 室 長 ）

門 垣 博 美

学校事務集中化
準 備 室

審 議 員
（学校事務集中化
準 備 室 長 ）

堀 義 之

学 校 人 事 課 課 長 髙 岡 成 佳

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

谷 脇 詩 織

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

池 田 雄 一 郎

課 長 補 佐 森 久 高 志

文 化 課 課 長 北 島 悠 子

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

豊 田 理 絵

課 長 補 佐 帆 足 俊 文

施 設 課 課 長 河 野 秀 明

課 長 補 佐 淀 川 豊 輝

課 長 補 佐 中 村 太 昭

１　県立学校の校舎その他の施設の整備に関すること。
２　市町村立学校の校舎その他施設整備に対する指導助言に
　　関すること。
３　教育財産の管理に関すること。

１　芸術文化に関すること。
２　文化財に関すること。
３　博物館等に関すること。
４　ユネスコ活動に関すること。
５　銃砲刀剣等の登録に関すること。
６　県立美術館及び県立装飾古墳館に関すること。

１　学校職員の任免、服務、表彰その他人事に関すること。
２　学校職員の研修に関すること。
３　給与及び学校職員の勤務条件に関すること。
４　教育職員免許状の授与等に関すること。
５　学校編制及び教職員定数に関すること。
６　義務教育費及び国庫負担金に関すること。
７　予算（学校の人件費及び旅費並びに県立学校の経常的経
　   費）に関すること。
８　 特別支援教育就学奨励費に関すること。
９　 県立学校の授業料等に関すること。
10  公立学校の職員の旅費に関すること。
11  県立学校の給食費等に関すること。
12  熊本県教職員等健康審査会に関すること。
13  県立教育センターに関すること。

教育総務局

１　教育行政の総合企画及び連絡調整に関すること。
２　「熊本県教育振興基本計画」の推進に関すること。
３　教育予算及び会計の総括に関すること。
４　教育庁等の組織編成に関すること。
５　教育庁等の職員の人事、研修及び勤務条件に関すること。
６　教育庁等の危機管理に関すること。
７　教育委員会の会議に関すること。
８　文書、法規及び争訟に関すること。
９　広報、広聴及び教育行政に関する相談に関すること。
10 福利厚生に関すること。
11 教育ＤＸ・働き方改革推進室に関すること。
　・  学校における高度情報通信ネットワークの整備及び情報
　　  通信技術を活用した教育の推進に関すること。
　・  教育ＤＸの推進に関すること。
　・  働き方改革に関すること。
12 学校事務集中化準備室に関すること。
　・　庶務事務の集中処理の方法等に関すること。
　・　庶務事務の集中処理に伴う県立学校及び市町村立学校の
　　  支援等に関すること。

令和８年度　教育委員会事務局幹部職員名簿
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所属名 職　　　　名 氏　　　　名 課　の　分　掌　事　務

高 校 教 育 課 課 長 草 原 俊 明

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

新 生 史 子

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

折 尾 知 之

課 長 補 佐
（特別支援教育課）

福 山 清 久

高 校 改 革
推 進 室

高校改革推進室長 久 多 見 長 久

特 別 支 援
教 育 課

課 長 西 坂 紀 彦

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

田 中 知 博

課 長 補 佐 平 川 幸 代

学校安全・安心
推 進 課

課 長 髙 橋 志 織

課 長 補 佐 増 田 健 治

課 長 補 佐 永 山 和 幸

体 育 保 健 課 課 長 濱 本 昌 宏

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

馬 淵 隆 幸

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）
（学校安全・安心推進課）

本 田 賢 治

１　生徒指導に関すること。
２　いじめの防止等のための対策に関すること。
３　熊本県いじめ防止基本方針に関すること。
４　いじめの防止等に係る指導及び助言に関すること。
５　学校防災及び学校安全に関すること。

１　特別支援教育に係る総合企画並びに指導、助言及び連絡
　　調整に関すること。
２　特別支援学校における教育に関すること。
３　特別支援学校の学校運営協議会制度に関すること。
４　障害児審査委員会に関すること。
５　特別支援学校の整備計画に関すること。

令和８年度　教育委員会事務局幹部職員名簿

１　県立高等学校及び県立中学校の教育における指導に関す
　　ること。
２　高等学校実習資金特別会計に関すること。
３　産業教育設備の整備に関すること。
４　定時制及び通信制教育振興奨励費に関すること。
５　熊本県育英資金に関すること。
６　奨学のための給付金に関すること。
７　県立高等学校及び県立中学校の学校運営協議会制度に関
　　すること。
８　高校改革推進室に関すること。
　・　県立高等学校の改革のための取組に関すること。
　・　県立高等学校の学科の新設等に関すること。
　・　県立高等学校と地域との連携及び協働に関すること。

県立学校教育局

１　学校体育に関すること。
２　社会体育に関すること。
３　生涯スポーツの振興に関すること。
４　競技スポーツの振興に関すること。
５　学校保健に関すること。
６　スポーツ推進計画に関すること。
７　スポーツ推進審議会に関すること。
８　学校職員及び児童生徒の健康管理並びに安全管理に関す
　  ること。
９　藤崎台県営野球場、熊本武道館、県立総合体育館、県営
　　八代運動公園、県民総合運動公園及び熊本県総合射撃
　　場その他体育施設に関すること。
10 総合型地域スポーツクラブに関すること。
11 食育に関すること。
12 学校給食に関すること。
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所属名 職　　　　名 氏　　　　名 課　の　分　掌　事　務

義 務 教 育 課 課 長 松 永 尚 子

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

平 井 一 郎

課 長 補 佐
（ 社 会 教 育 課 ）
（人権同和教育課）

阿 蘇 品 則 博

グローバル人
材育成推進室

審 議 員
（グローバル人材育成推進室長）

（ 課 長 補 佐 ）
山 口 雅 士

社 会 教 育 課 課 長 三 浦 幸 輔

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

小 園 貴 寛

人 権 同 和
教 育 課

課 長 益 崎 恭 行

審 議 員
（ 課 長 補 佐 ）

南 聡

１　人権教育の企画・指導に関すること。
２　地域改善対策奨学資金等に関すること。
３　人権教育の連絡調整に関すること。
４　人権教育に係る調査研究、啓発等に関すること。

１　社会教育の企画、指導に関すること。
２　成人教育、青少年教育、家庭教育その他社会教育の学習
　　機会の充実に関すること。
３　公民館、図書館その他の社会教育施設の指導及び補助に関
　　すること。
４　県立図書館及び県立青少年教育施設に関すること。
５　生涯学習の振興に関すること。
６　高等学校卒業程度認定試験に関すること。
７　社会教育に係る表彰に関すること。
８　社会教育委員の会議に関すること。

令和８年度　教育委員会事務局幹部職員名簿

１　公立義務教育諸学校又は幼稚園における教育に関すること。
２　就学援助補助金等に関すること。
３　公立義務教育諸学校又は幼稚園の学校運営協議会制度に関
　　すること。
４　環境教育に関すること。
５　教育事務所に関すること。
６　グローバル人材育成推進室に関すること。
　・　学校における英語教育及び日本語教育の推進に関すること。
　・　国際理解教育の推進、国際交流及び国際社会に通用する
　　  人材の育成に関すること。
　・　異文化理解の推進及び異文化交流に関すること。
　・　外国人等の児童及び生徒への日本語指導に関すること。

市町村教育局
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教 育 委 員 会

一　般　会　計 （単位：千円）

通常分
令和７年８月
豪雨対応分

国支出金 地方債 その他

教 育 政 策 課 2,709,683 2,709,683 4,086,132 -1,376,449 546,000 813,877 1,349,806

学 校 人 事 課 120,969,228 120,969,228 112,724,516 8,244,712 20,642,490 5,308,833 95,017,905

文 化 課 1,277,207 1,198,753 78,454 1,098,399 178,808 14,475 268,000 152,710 842,022

施 設 課 7,867,318 7,867,318 8,024,597 -157,279 242,506 6,177,000 14,500 1,433,312

高 校 教 育 課 2,259,190 2,259,190 2,235,218 23,972 475,803 296,074 1,487,313

特 別 支 援 教 育 課 265,706 265,706 244,786 20,920 53,004 14,131 198,571

学 校 安 全 ・ 安 心 推 進 課 667,481 667,481 606,003 61,478 109,385 308,050 250,046

体 育 保 健 課 7,186,561 7,186,561 2,361,425 4,825,136 2,677,143 161,000 52,552 4,295,866

義 務 教 育 課 539,684 539,684 516,513 23,171 25,649 31,443 482,592

社 会 教 育 課 1,450,176 1,450,176 1,268,681 181,495 44,341 180,000 54,650 1,171,185

人 権 同 和 教 育 課 28,670 28,670 29,794 -1,124 294 2,855 25,521

一 般 会 計 合 計 145,220,904 145,142,450 78,454 133,196,064 12,024,840 24,285,090 7,332,000 7,049,675 106,554,139

熊本県立高等学校実習資金特別会計 （単位：千円）

高 校 教 育 課 363,159 363,159 374,950 -11,791 363,159

熊本県育英資金等貸与特別会計 （単位：千円）

高 校 教 育 課 476,555 476,555 546,379 -69,824 476,555

合　　　　　計 （単位：千円）

教 育 委 員 会 合 計 146,060,618 145,982,164 78,454 134,117,393 11,943,225 24,285,090 7,332,000 7,889,389 106,554,139

令 和 ８ 年 度 当 初 予 算 総 括 表

本年度の財源内訳

特     　定     　財     　源

一般財源

内訳
本 年 度課 名 比　較前 年 度
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令和８年度 主要事業及び新規事業 
（教育政策課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
熊本県教育振興基本
計画の推進 
 

 
１ 教育振興基本計画推進事業 
第４期熊本県教育振興基本計画を着実に推進するため、外部有識者からなる検討・推進委
員会を開催のうえ点検・評価を実施し、進捗状況を報告するとともに、県民に結果を公表す
る。また、子供の意見を反映するため子供との対話を目的としたフォーラムを開催し、施策
に生かす。 

 
1,196 

 
 
 
 

 

 
教育情報化の推進 
 

 
１ 熊本県教育情報化推進事業 
（１）１人１台端末の活用 
   １人１台端末を活用した教育情報化を推進するため、学校を訪問して教員のＩＣＴ活用
を支援する教育ＤＸ支援員を配置するとともに、ＩＣＴ機器等の整備・維持管理を行う。 

 
（２）教員のＩＣＴ活用指導力の向上 
   教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るため、研修、県指導主事による訪問・助言、好事
例の普及を図る。 
 

（３）校務のＤＸ化 
   県立学校の校務ＤＸを推進するため、次期校務支援システムの構築等を行う。 
 
２ 熊本県公立学校情報機器整備事業 
義務教育段階の公立学校の１人１台端末について、引き続き日常的な活用を推進するため
計画的な更新を行う。 

 

 
1,584,339 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

744,806 

 

 
学校における働き方
改革の推進 

 
１ 学校における働き方改革推進事業 
学校等に対する働き方改革支援アドバイザー派遣の民間コンサルへの業務委託。 

 
6,092 
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（学校人事課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
教職員の人材確保 

 
１ 教員不足解消緊急対策事業 
  必要な選考考査受考者を確保し、教員不足の早期解消を図るため、本県教員の魅力につ
いて、戦略的な広報による積極的な発信を行うとともに、現在教職に就いていない免許保
有者や大学生等を対象とした説明会等を開催する。 
 
 

２ 教職員人材育成事業（教職員人材確保事業） 
教育行政・学校事務職員の人材確保を図るため、教育行政職員のやりがい、魅力、業務
内容等をまとめた動画、パンフレット及びポスターを活用し、広報活動を行う。また、大
学等を訪問しリクルート活動を行う。 

 
 

 
10,266 

 
 
 

 
 

1,141 

 

 
学校における働き方
改革の推進 

 
１ 教育サポート事業 
  教員の業務負担の軽減を図り、児童生徒に向き合う時間をより確保するとともに、学校
の働き方改革を推進するため、すべての公立学校に教員業務支援員を配置するほか、教頭
マネジメント支援員等を配置する。 

 
 

 
1,130,135 

 

 
物価高騰を踏まえた
子育て世帯への支援 
 

 
１ 県立学校の原油価格物価高騰対応事業【経済対策：令和７年度１月補正分】 
  県立学校における学校給食の食材調達費高騰に対し、保護者へ食材調達費の高騰相当分
の経済的支援を行う。 

 
 
 
 

 
10,125 
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（文化課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
被災文化財復旧の推
進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 文化財災害復旧事業【熊本地震対応分】 
  平成28年熊本地震で被災した国・県指定文化財及び未指定文化財の復旧を促進するた
め災害復旧事業の経費の一部に対する補助を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 文化財災害復旧事業（令和２年７月豪雨）【令和２年７月豪雨対応分】 
  令和２年７月豪雨で被災した国・県指定文化財の復旧を促進するため、災害復旧事業
の経費の一部に対する補助を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
234,560 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2,883 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

145 件[94％] 146 件[94％] 

40 件[95％] 

35 件[83％] 
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（文化課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
被災文化財復旧の推
進 
 

 
３ 文化財災害復旧事業（令和７年８月豪雨）【令和７年８月豪雨対応分】 
  令和７年８月豪雨で被災した国・県指定文化財の復旧を促進するため、災害復旧事業
の経費の一部に対する補助を行う。 

 
４ （一部新）被災文化財復旧情報発信事業  
  長期にわたる熊本城復旧に対して県民の理解醸成を促すとともに、若い世代に国際的
な視野を広げ、将来へのモチベーションを高めるため、サグラダファミリアの主任彫刻
家である外尾悦郎氏の講演会を開催する。 

 
78,454 

 
 
 

3,000 

 
 
 
 
 

 
文化財の保存及び活
用 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 文化財保存事業 
  国・県指定文化財の修理、整備及び調査等を促進するため、事業の経費の一部に対す
る補助を行う。 

 
２ 日本遺産による文化財群魅力発信支援事業 
日本遺産認定地域が進める日本遺産事業の支援や日本遺産の構成文化財の価値や魅力
の情報発信をし、文化財を地域資源とした観光振興、地域振興につなげる。 

 
 

 
64,617 

 
 

 
4,642 

 

 

 
文化芸術の振興 
 
 
 

 
１ 展覧会事業費 
  県立美術館開館５０周年記念式典及び特別展「わたしたちのルノワール」、「熊本地
震から１０年 仏像 国宝×肥後仏」を開催する。 

 

 
44,977 
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（施設課）                                                          （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
県立学校施設の整備 
 

 
１ 県立高等学校施設整備事業 
  県立学校施設長寿命化プラン（令和３年３月策定）に基づく、施設の長寿命化改修、 
老朽化に伴う不具合個所の改修や設備の更新等により施設の安全性を確保するとともに、
空調や照明改修により、良好な学習環境を整備する。 

   第一高校長寿命化改修工事外 52件及び県立学校施設長寿命化プラン改定事業 
 
２ 特別支援学校施設整備事業 
（１）県立学校施設長寿命化プラン（令和３年３月策定）に基づく、施設の長寿命化改修、 
老朽化に伴う不具合個所の改修や設備の更新等により施設の安全性を確保するととも
に、空調や照明改修により、良好な学習環境を整備する。 

   荒尾支援学校長寿命化改修工事外 17件等 
 
（２）学校施設の避難所機能を強化するため、避難所に指定されている特別支援学校の体育
館に空調を整備する。【経済対策：令和７年度２月補正分】 

   荒尾支援学校体育館空調整備工事 
 
３ 高等学校校舎新築・増改築事業 
  県立高等学校施設の安全性を確保し、機能の向上を図るため、老朽施設の改築等を行
う。 
熊本工業高校実習棟改築（第四期工事） 

 

 
5,189,126 

 
 
 
 
 
 

920,231 
 
 
 
 

37,820 
 
 
 

753,541 
 

 

 
計画的な特別支援教
育施設の整備 

 
１ 特別支援教育環境整備事業 
  特別支援学校で学ぶ児童生徒の増加に伴い、教室不足が課題となっている知的障がい特
別支援学校について、県立特別支援学校整備計画（平成 23年５月策定、平成 31年３月改
定）に基づき、普通教室、特別教室等を整備し、学習環境の改善を図る。 

   菊池支援学校高等部校舎増築工事外１件等 
 

 
719,781 
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（高校教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
産業人材の育成及び
就職支援 

 

１ 高校生キャリアサポート事業 

生徒・保護者や教職員への求人情報の提供、求人開拓、社会生活への円滑な移行、早期

離職防止を図るなど、生徒の希望や適性に応じた就職支援を行うとともに、県内就職を促

進する。また、学校のキャリア教育の充実に資する産業界等との連携支援のために県立学

校に「くまもとキャリアサポーター」等を配置する。 

（１）工業系高校10校を含む就職者の多い高校33校に、くまもとキャリアサポーターを21人

配置。 

（２）特別支援学校３校に、特別支援学校キャリアサポーターを３人配置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 県立高校半導体関連人材育成事業 

本県の半導体関連産業を中心とする本県の産業全体に対する生徒の理解促進や興味関心

を高め、本県産業を支える人材の育成とＵＩＪターンにつながる素地（熊本には働く場所

があるという認知）づくりを推進するため、次の取組みを行う。 

○大学企業見学   ○出前講座・授業   ○企業連携コーディネーターの配置 

 

97,467 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22,588 
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（高校教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
産業人材の育成及び
就職支援 

 

３ （新）くまもと地域未来共創ハイスクール事業 

マイスター・ハイスクールの全県展開を支援する事業であり、産学官金が連携した出前講座・

講演会、インターンシップ、企業見学・企業実習、授業等をとおして、高校生が地域や地域を支え

る産業・職業を体験的に知ることで、地域の魅力、熊本で働く良さを知る機会を創出し、熊本の企

業に興味を持つ生徒の増加を図る。 

 

４ （新）全国産業教育フェア熊本大会 

「全国産業教育フェア」は文部科学省、開催地都道府県教育委員会、産業教育振興中央

会、全国産業教育振興会連絡協議会及び開催地産業教育振興会が主催となり、各都道府県

持ち回りで開催されている。令和10年度に本県で開催する全国産業教育フェアでは、本県

における産業教育の成果を全国に向けて発信し、県内外の教育関係者、産業界、一般市民

が一堂に会することで、産業教育の理解促進、産業界、教育界、地域の方々への専門高校

等の学びの魅力及び熊本県の魅力を全国に伝え、専門高校等の教育内容について理解・関

心を高め、新たな産業教育の在り方を探り、新しい時代に即した教育の活性化を図る。 

令和8年度は大会準備委員会を立ち上げるとともに、全国産業教育フェア佐賀大会の視

察を行う。 

 

５ 農業教育高度化事業（経済対策）【経済対策：令和７年度２月補正分】 

天草拓心高等学校本渡校舎の畜舎（牛舎・豚舎）においては、農林水産省所轄の経済対

策（農業教育環境整備事業）による補正予算を活用し、畜舎の暑熱対策を図る。 

・大型送風機と細霧装置の設置 

 

 

 

 

37,542 

 

 

 

 

 

4,853 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3,009 

 
 
 
 
 
 

 

 

[事業の仕組み・体系図] 

国 

教育委員会 天草拓心高校 

令達 

要望 機械・設備の導入 

補助 要望 
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（高校教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
鉄道の被災に伴う通
学支援 

 

１ 高等学校等通学支援事業（７月豪雨対応分）【令和２年７月豪雨対応分】 

令和２年７月豪雨災害により、くま川鉄道及びＪＲ肥薩線の一部区間が運休となり、高

校生等の通学に大きな支障が生じているため、通学手段の確保の緊急措置として高校生等

の通学支援を行う。 
（１）くま川鉄道における通学支援 

くま川鉄道が運休区間で実施する代替輸送バスの運行経費に対する補助を実施する。 
（２）ＪＲ肥薩線における通学支援 

高速バス利用者への運賃助成を行う保護者団体への補助等を実施する。 

 

 

 
295,753 

 

 
国指定校事業の取組
み 
 
 
 

 
１ 高等学校ＤＸ加速化推進事業【経済対策：令和７年度２月補正分】 
情報、数学等の教育を重視するカリキュラムを実施するとともに、ＩＣＴを活用した文
理横断的・探究的な学びを強化する学校などに対して、そのために必要な環境整備の経費
を支援するもの。令和８年度は、令和７年度までの採択校７校の継続に加え、１校が新規
採択校となった。 

（令和６年度採択校（令和８年度・継続３年目申請中：基本類型１校300万円）） 
 基本類型：御船高校、小川工業高校、天草拓心高校、菊池高校、玉名工業高校、八代高校 
（令和７年度採択校（令和８年度・継続２年目申請中：重点類型１校700万円）） 
重点類型（プロフェッショナル型・半導体重点枠）：水俣高校 

（令和８年度採択校（基本類型１校1,000万円） 
 基本類型：鹿本商工 
 
 

 
90,865 
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（高校教育課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
高校魅力化の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 県立高校あり方提言推進事業 
「今後の県立高等学校のあり方について」の提言（令和７年９月）や、国の「高校教育
改革に関する基本方針（グランドデザイン）」（令和８年２月）を踏まえて県が策定する
「高等学校教育改革実行計画」の策定支援及び取組評価のための推進委員会を新たに設置
するとともに、地域単位での県立高校のあり方を議論するための協議会を開催する。 

 
２ 県立高校魅力化きらめきプラン 
  定員割れが続く熊本市外の高校を中心に、引き続き高校魅力化に取り組む。 
（１）熊本スーパーハイスクール（KSH）構想の推進 
  ・KSH構想県指定校（47校）における学びに応じた学校の魅力化 
（２）県立高校One Teamプロジェクト事業（高校間連携）の推進 
（３）情報発信等の強化 
  ・ホームページ（熊本県高校検索ガイド）、SNSを活用した情報発信 
  ・県立高校全50校徹底ガイド（パンフレット）による情報発信 
（４）地域みらい留学の推進 
 
３ 世界に羽ばたくグローバル人材育成事業 
  世界に伍する質の高い英語教育を実践やグローバル人材の育成に取り組む。 
（１）英語指導力向上事業 
  ・教職員の英語指導力向上のための研修や学校訪問の実施 
（２）グローバル・リーダー育成事業 
  ・先進的な取組みを行う高校等への教職員による視察、高校生向けワークショップの実

施  
（３）国際バカロレア教育の推進 
  ・国際基準の教育課程と大学入学資格を提供する「国際バカロレア」の認定校となるた

めの学習環境整備、外国人講師の確保・育成、ワークショップ受講等 

 
4,658 

 
 
 
 

 
34,273 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

67,898 
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（高校教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
高校魅力化の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 企業との連携による特出した高校魅力化推進事業 
  地元企業などと連携した唯一無二の学科・コース等を開設した高校において、専門的な
授業が受けられるように学習環境の整備を行うことで、学びの充実による「高校魅力化」
を図る。 

（１）高森高校マンガ学科 
   高森高校におけるマンガ専門授業の実施 
（２）水俣高校半導体情報科    
   水俣高校における半導体専門授業の実施 
（３）天草工業高校情報技術科CG系列 
   天草工業高校におけるCG（コンピューターグラフィックス）専門授業の実施 
（４）阿蘇中央高校 農と食の科学科、緑と水の科学科、総合ビジネス科、社会福祉科 
   阿蘇中央高校におけるスマート産業専門授業の実施 
（５）天草拓心高校商業科連携授業 
   天草拓心高校におけるSNS マーケティングの実践 
（新）（６）甲佐高校企業連携推進事業 
   甲佐高校におけるキャリア教育、地域及び企業との交流等の実施 
 
５ 地域と一緒に！キラリと光る県立高校魅力づくり事業 
  市町村とともに、県立高校における地域との協働体制(高校魅力化コンソーシアム)の先
導モデルを構築し、その知見等を県内で広く共有することで、地元市町村等と力を合わせ
た県立高校の魅力づくりを実現させる。 

（１）市町村が実施する魅力化コンソーシアム構築への支援 
（２）伴走支援委託   
 
（右図：高校魅力化 
コンソーシアムの 
イメージ） 

 
 
 
 
 
 

 
34,273 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23,875 
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（高校教育課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
高校魅力化の推進 

 
６ （新）くまもと新時代人材育成事業  
  県立高校を拠点として、地域の小中高生を対象にデジタル講座・半導体講座を実施 
（１）拠点校とする高校の環境整備 
  ・県立高校４校程度を拠点として、デジタル学習機器等を整備 
   ①高性能ＰＣ（４校に計34台【10台移動可能機器】） 
   ②各種ライセンス（半導体サーキットデザイン、生成ＡＩ、探究学習用マインクラフ 

ト等） 
（２）拠点校におけるデジタル講座、半導体講座の実施 
  ・高校生や小中学生を対象としたデジタル講座、半導体講座の開催 
   ①専門講師謝金（大学教授等） 
   ②その他、企画費等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 熊本県高等学校等教育改革促進基金積立金【経済対策：令和７年度２月補正分】 
  国の「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」で示された類型に応じた
「高校教育改革先導校」の創出にあたり、県において先行して実施する必要のある体制構
築等の経費及び事務処理に要する経費。 

（１）類型に応じた経費 
  ・類型ごとの取組開始前に準備等を実施するためのコーディネーターの配置経費 等 
（２）都道府県事務費 
  ・教育委員会事務局における改革先導校の取組を支える体制を強化するための専門職員

の配置経費等 

 
14,239 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

60,000 
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（特別支援教育課）                                                      （単位：千円） 

項   目 説             明 予 算 額 備  考 

 
特別支援教育の充実 

 
１ 特別支援教育充実事業 
障がいのある幼児児童生徒の自立と社会参加を目指し、特別支援学校における教育の一層
の充実を図る。 

（１）ICT活用による支援充実事業 
障がいのある児童生徒が１人１台のパソコンやタブレットを効果的に活用するために必

要な入出力支援装置の整備を行う。 
 

２ 発達障がい等支援事業 
県立学校に在籍する発達障がい等のある生徒一人一人の教育的ニーズに応じた、適切な指
導及び必要な支援提供のため、特別支援教育支援員や介護福祉士の配置、支援機器の貸与を
実施する。また、県立高等学校での通級による指導の充実や特別支援教育についての専門性
の向上を図る会議等を実施する。 

 
３ 医療的ケア児等支援事業 
医療的ケアが必要な児童生徒の安全安心な学習環境の整備と保護者の負担軽減を図る。 

（１）ほほえみスクールライフ支援事業 
・医療機関等との契約により特別支援学校10校に看護師を派遣し、経管栄養注入等の医療
的ケアを実施する。 

・修学旅行の際に保護者が契約した医療機関等から看護師を派遣し、医療的ケアを実施す
る。 

（２）通学支援補助事業 
   通学中に医療的ケアが必要な児童生徒について、保護者送迎が困難な際に、福祉車両等 
に看護師を同乗させて通学支援を行う訪問看護事業者に対し、補助を実施する。 
 

４ インクルーシブ教育システム構築事業 
インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進に向け、外部専門家を委員
とする検討委員会を設置して本県の取組みの課題を検証するとともに、県立特別支援学校と
高等学校を一体的に運営するインクルーシブな学校運営モデルを構築する実証的な研究を実
施する。 
 

５ 県立特別支援学校管理運営費 
熊本はばたき高等支援学校、鏡わかあゆ高等支援学校のIT機器の整備及びかもと稲田支援
学校等の給食二次加工等業務委託など特別支援学校の学校運営に要する経費。 

 
18,713 

 
 
 
 
 
 

72,858 
 
 
 
 

 
151,391 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5,978 
 
 
 
 
 

9,177 
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（学校安全・安心推進課）                                                   （単位：千円） 

 

項   目 

 

 

説             明 

 

 

予 算 額 

 

 

備  考 

 

 

いじめ、不登校対策

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ＳＣ（スクールカウンセラー）活用事業 

２ ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）活用事業 

小中学校、県立学校の児童生徒や保護者等に対して専門家による教育相談を実施し、関

係機関と連携していじめや不登校等の諸課題の未然防止及び解消を図る。 

（参考） 配置規模の推移 

スク－ルカウンセラ－ 
令和 

２年 

令和 

３年 

令和 

４年 

令和 

５年 

令和 

６年 

令和 

７年 

令和 

８年 

義務制 

小中学校等

配置箇所数 144か所 148か所 156か所 160か所 165か所 166か所 166か所
（※１） 

配置人数 75人 83人 83人 86人 85人 87人 83人 

県立学校 
配置箇所数 50校 50校 58校 64校 67校 69校 

70校 
（※２） 

配置人数 39人 35人 36人 38人 36人 38人 38人 

※１ 令和８年義務制小中学校等166か所の内訳（小学校79校、中学校75校、教育支援セ

ンター2か所、教育事務所等10か所） 

※２ 令和８年県立学校70校の内訳（高校50校、中学校4校、特別支援学校16校） 

スク－ルソ－シャルワ－カ－ 
令和 

２年 

令和 

３年 

令和 

４年 

令和 

５年 

令和 

６年 

令和 

７年 

令和 

８年 

義務制 

小中学校等 

配置箇所数 14か所 14か所 14か所 14か所 14か所 14か所 14か所 
（※３） 

配置人数 21人 21人 23人 21人 23人 21人 18人 

県立学校 
配置箇所数 6か所 6か所 6か所 7か所 7か所 7か所 7か所 

（※４） 

配置人数 8人 8人 8人 8人 8人 8人 7人 

※３ 令和８年義務制小中学校等14か所の内訳（中学校4校、教育事務所等10か所） 

※４ 令和８年県立学校7校の内訳（県立高校7校） 

 

174,454 

151,090 
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（学校安全・安心推進課）   （単位：千円） 

 

項   目 

 

説             明 

 

予 算 額 

 

 

備  考 

  

３ スクールロイヤー活用事業 

法律の専門家（スクールロイヤー）を活用し、各学校におけるいじめ予防授業の推進や

学校が抱える諸課題の解決支援を図る。 

 

４ 生徒指導支援事業（うち学校問題解決支援事業） 

  保護者や地域からの過剰な苦情や不当な要求等、学校だけでは解決が難しい事案の解決

に向け、学校運営に識見を有する教職員経験者を学校問題解決支援コーディネーターとし

て配置し、様々な専門家と連携した行政による支援体制の構築を図る。 

 

５ （一部新）不登校支援・適応指導事業 

学校教育における重要な課題である不登校の未然防止及びその解消を図り、児童生徒の

登校を支援するために、市町村に補助金を交付し、校内教育支援センターへの支援員配置

を支援する。また、経済的に困窮した家庭の不登校児童生徒が、教育支援センター等で活

動を行うために必要な経費の支援を行う。さらに、経済的支援を行う市町村を対象に、教

育支援センター等に通所するすべての不登校児童生徒に対して補助を行う。 

（参考）不登校支援に関する補助事業一覧 

教育支援センター等整備事業 
校内教育支援センター支援員を配置する市町村に

対する補助 

不登校児童生徒に対する経済的支

援推進事業 

教育支援センター等を利用する就学援助世帯の不

登校児童生徒に対する経済的支援 

（新）熊本県不登校児童生徒に対

する経済的支援事業（実証事業） 

教育支援センター等を利用する不登校児童生徒に

対する経済的支援 
 

 

1,300 

 

 

 

5,761 

 

 

 

 

14,416 

 

 

防災教育及び防災管

理の充実 

 

 

 

 

 

 

１ 防災教育推進事業 

小・中・義務教育学校及び県立学校の防災主任の資質向上を図るため、防災主任研修会

を開催し、各校における防災教育および防災管理の充実を図る。これまで県内すべての地

域（９会場）で毎年度実施してきたが、令和８年度からは２年に１回の開催とし、地域ご

とに隔年で実施する。関係機関や専門家による講話及び演習・協議等を取り入れ、各地域

の災害特性や実情に応じたより効果的な研修を行う。 

 

 

1,242 
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（学校安全・安心推進課） 

  

（単位：千円） 

 

項   目 

 

説             明 

 

予 算 額 

 

 

備  考 

  

２ 学校安全総合支援事業 

八代地域にある県立学校２校と上益城地域にある市町村立中学校１校を対象に、防災教

育及び防災管理の充実を図る。令和３年度から拠点校は２年間の継続的な取組を行う形と

しており、令和８年度は八代地域が２年目、上益城地域が１年目となる。 

拠点校においては、学校防災教育指導の手引を活用した防災教育の公開授業や地域と連

携した避難訓練等を実施する。また、その研究成果を県内の学校に広く普及し、県全体と

しての防災教育の充実及び学校防災推進体制の構築を図るとともに、モデル地域（拠点校

）の取組を通して、家庭、地域、関係機関等との連携・協働を深める活動を推進し、地域

の防災力向上につなげる。 

 

  

3,746 
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（体育保健課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
競技スポーツの振興 
 
 
 
 

 
１ くまもと新時代競技力向上事業  
  本県全体の更なる競技力向上及び次世代を担うトップアスリートの発掘・育成に取り組
むことで、オリンピックをはじめとする国際スポーツ大会や国内トップレベルの大会で活
躍するトップアスリートの継続的な輩出を目指し、競技スポーツの振興を図る。 
 
 
 
 
 

 
135,895 

 
 
 

 

 

 
県民スポーツの振興 
 
 
 

 
１ （新）県民体育祭運営補助 
県民体育祭を持続可能な大会とするため、令和８年度より、９月～１２月の県内全域で
の開催に変更し、県スポーツ協会や各競技団体と連携した新たな大会を開催することで、
継続的な県民スポーツの振興を図る。 
 
 
 
 
 
 

 
5,500 

 

 
中学校部活動の地域
展開の推進 

 
１ （新）中学校部活動地域展開推進事業（運動部活動）【一部経済対策：令和７年度２月
補正分】 
国が示す令和８年度から１３年度までの「改革実行期間」において、本県でもさらに地
域展開を進めるため、指導者の確保と質の向上を目的とした研修会の開催や、国の補助事
業を活用した市町村への財政的な支援等を行う。 
 
 
 
 
 

 
78,921 

他 令和７年度 
２月補正分 
59,966 
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（義務教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 

 
 
学力の向上と豊かな
心の育成 

 
１ （新）「読み解く力」で高める授業力アップデート事業 

「基礎的な読む力」を客観的に評価するリーディングスキルテストと熊本県学力・学習
状況調査（小学校分）を実施し、その一体的な分析結果を基に、個に応じた指導の在り方
や授業改善のポイントを整理することで、教師の授業力の向上と児童生徒の基礎的な読む
力及び学力の向上を目指す。 

 
２ くまもと新時代に向けた新たな学びの創造事業 

熊本県学力・学習状況調査（中学校分）をタブレット端末操作により実施する。また、
小中連携やＩＣＴを活用した遠隔授業等、質の高い教育の実現に向けた研究や学校管理職
の総合的なマネジメント力の強化を図る研修プログラム開発等を通じて、児童生徒の新た
な学びを実現する。 

 
３ 日本一の環境教育「水俣に学ぶ肥後っ子」推進事業 

水俣病についての正しい理解を図り、差別や偏見を許さない心情や態度を育むととも
に、環境保全活動や環境問題の解決に意欲的に関わる態度・能力を育成するため、小学校
５年生を対象に「水俣に学ぶ肥後っ子教室」を実施し、対象児童を水俣市へ派遣する県内
全ての市町村を支援する。また、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の学びを小学校６年生、中
学校につなげるため、小中学校の教職員を対象としたオンデマンド研修を実施する。 

 
４ 道徳教育総合支援事業 

児童生徒のよりよく生きる基盤となる道徳性を養うため、教職員一人一人の授業力向上
に向けて、道徳教育パワーアップ地区別研修会等を実施する。また、道徳教育研究推進校
（八代市立第二中学校）への支援を行う。 

 
５ （新）学校経営等アドバイザー派遣事業 

管理職としての学校経営のマネジメント経験があり、学習指導や学級経営、学校経営に
高い識見と専門性を有するアドバイザーを、学力や学級経営等に課題がある小中学校等に
派遣し、学校経営の課題の分析及び実情に即した改善方策の助言等を行うことで、当該学
校の組織的な指導体制の構築や教育活動の充実を図る。 

 

 
74,144 

 
 
 
 
 

33,085 
 
 
 
 
 

34,851 
 
 
 
 
 

 
2,900 

 
 
 
 

26,946 
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（義務教育課）                                                         （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 

 
 
グローバル人材の育
成 

 
１ （新）グローバルコンピテンシー育成事業 

グローバル人材の育成に向けた教育交流の促進及び海外留学の機運醸成につなげるため、県内
の教職員等を対象とした台湾派遣研修を実施する。 

 
２ くまもと新時代を担うグローバル人材育成推進事業【一部経済対策：令和７年度２月補正分】 
（１）ＡＩ活用による英語力向上事業 

生徒の英語力向上に向けて、英会話の実践練習等ができるAIアプリをモデル校に導入し、教
師の授業改善や生徒の学習改善を図る。 

（２）スピーキングテスト 
生徒の英語による発信力強化に向けて、教師の授業改善に生かすためのタブレット端末操作

によるスピーキングテストをモデル校において実施する。 
（３）熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業 

高校生を米国モンタナ州立大学に派遣し、英語による語学研修等を実施する。 
（４）高校生留学サポート事業 

海外留学の機運醸成に向けて、留学支援員を高校へ派遣し、留学説明会を実施する。 
 

 
9,477 

 
 
 

15,292 
他 令和７年度 

２月補正分 
3,084 

 
 
 

 

 
就学前教育の充実と
小学校以降の教育と
の円滑な接続 

 
１ 幼児教育推進体制の充実・活用強化事業 

幼児教育に係る見識及び豊富な経験を有する幼児教育アドバイザーを認定こども園、幼稚園、
保育所、小学校等に派遣し、教育・保育内容についての助言等を行い、幼児教育の質向上及び円
滑な接続の推進を図る。 

 
 

 
5,797 

 

 



（社会教育課）                                                        （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
家庭教育支援の推進 

 
１ 「親の学び」推進事業 
  くまもと家庭教育支援条例に基づき、保護者が親として学ぶ機会や生徒が将来大人にな
ることについて学ぶ機会の提供、家庭教育の重要性の啓発を「親の学び」講座を中心に推
進する。 
また、保護者の子育てや家庭教育への不安や悩みを軽減するために、相談窓口を充実さ
せるとともに、市町村と連携した家庭教育支援員の配置促進を行うなど、保護者に寄り添
う支援を総合的に推進し、県民全体で家庭教育を支援する社会的気運の醸成を図る。 

 
5,379 

 

 
地域学校協働活動の
推進 

 
１ 地域学校協働活動推進事業 
（１） 地域学校協働活動推進事業 

社会に開かれた教育課程の実現（学習指導要領前文）のため、コミュニティ・スク
ールと地域学校協働活動を一体的に推進する。また、地域学校協働活動を推進するた
め、地域と学校をつなぐ地域学校協働活動推進員を配置し、地域と学校の連携・協働
を進め、社会全体の教育力の向上及び地域の活性化を図る。 

（２）（新）高校生等による地域のつながりづくりプロジェクト事業 
    小・中学校と高校生との連携や、教育と福祉の連携を充実させ、地域人材の育成・

発掘に取り組む。そのため、高校生ボランティアチームを募集し、放課後子供教室や
子ども食堂等における体験活動を行うなど、小・中学校と高校生をつなぐ取組みを充
実させることで、地域活動の活性化を図る。 

    高校魅力化コンソーシアムのコーディネーターと協力し、学校と地域の連携・協働
を更に推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

66,035 
 
 
 

 
15,058 
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（社会教育課）   （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

  
２ 県生涯学習推進センター運営事業 
生涯学習の振興のため、市町村の支援、学習機会・情報の提供及び人材育成を行うとと
もに、生涯学習推進センター（平成30年度から指定管理）の適切な運営を図る。 

 

 
19,725 

 

 
生涯学習の振興 

 
１ 青少年教育施設管理運営費 
健全な青少年の育成、県民の生涯学習の振興に資するため、県内４カ所に設置している
県立青少年教育施設（平成21年度から指定管理）の効果的・効率的な運営を図る。 
さらに、利用者へ安全で教育効果が高い研修機会を提供するため、計画的かつ効率的な
補修や改修工事を行う。 
 

２ 「肥後藩絵図」デジタル化推進事業 
肥後藩時代の熊本を歴史・地理学的に伝える貴重な文化遺産である「肥後藩絵図」約37
0点について高精細画像でのデジタル化を進め、情報発信を行い、熊本の宝の認知度向上
とともに、新たな利活用を掘り起こし、地域や経済の活性化を支援する。令和７年度48点
実施。令和８年度は約60点のデジタル化と情報発信のためのHP改修を予定。 
 

３ （新）くまもと文学・歴史館文化振興事業 
 熊本県の歴史的公文書「熊本県公文類纂」の文化財指定に向けて体系的な調査研究を進
め、展示公開を行うとともに、貴重資料を後世に伝えるための適切な管理と修復を行う。 
また、開館10年の節目に、これまでの活動を総括し、記念事業を実施する。 
 

４ こども本の森 熊本の運営及び充実 
  「こども本の森 熊本」を、海外を含め多くの皆様に知っていただくための広報を展開
するとともに、自然や芸術文化を取り入れたイベントの開催等を通じて、子どもたちと本
との出会いを促進する。 

 

 
516,911 

 
 
 
 
 

9,505 
 
 
 
 
 

4,464 
 
 
 
 

44,365 
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（人権同和教育課）                                                      （単位：千円） 

 
項   目 

 

 
説             明 

 

 
予 算 額 

 

 
備  考 
 

 
人権教育の推進 
 

 
１ 各種人権教育研修事業 
各学校の管理職、人権教育主任、教育委員会事務局職員を対象に部落差別(同和問題) 
をはじめとする様々な人権問題についての認識を深め、実践的な指導力の向上を図るた
めの研修を行う。 

 
２ 熊本県子ども人権フェスティバル事業 
  「熊本県人権教育・啓発基本計画」の趣旨を踏まえ、児童生徒を主体とした活動をと
おして、全ての人々の人権意識を高めるとともに、部落差別をはじめあらゆる差別をな
くし人権が共存する人権尊重社会の実現を目指すため「熊本県人権子ども集会」を開催
する。 

 
３ 高等学校等進学奨励事業（補助） 
  旧地域改善対策特定事業により貸与された奨学資金について、市町村に対する返還事
務費の交付及び返還金の国への返納を行う。 

 
 
 

 
2,495 

 

 

1,995 

 

 

9,033 
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